
　　【K-025号】　厚生年金基金・確定給付企業年金移換申出書　記入要領                                             《１Ｐ》

＜注意事項＞
   　太枠内のすべての項目について、ボールペンではっきり、
      分かり易く記入してください。
      （選択肢は、数字の場合は 印を、 の場合はレ点を
        記入してください。）

　 　訂正は、訂正部分を二重線で抹消し、修正部分の周囲余白に訂正
　　　事項をご記入ください。

　 　記入内容に不備があった場合は手続が遅延することがあります。

　 　この申出書は、個人型確定拠出年金への移換について、移換元の
      厚生年金基金または確定給付企業年金の実施事業所での証明も
      兼ねています。

　 　この申出書は、上記の証明を受けた後に、移換先の運用関連運営
      管理機関、若しくは受付金融機関に提出してください。
　　　（移換元の厚生年金基金または確定給付企業年金から直接送付する
       ことも可とします。）

　 　厚生年金基金制度または確定給付企業年金制度からの移換は、原則、   
      以下の場合に行うことが出来ます。

　　　 個人型確定拠出年金の加入者の資格を有する場合
　　　 移換元制度の資格喪失後、１年を経過していない場合
　　　　（移換可否決定通知書の厚年基金等受付日時点で移換元制度の
　　　　　資格喪失後、１年を経過していないという考え方もあります）

　 　この申出を行う場合は、個人型年金の加入申出を行うことが
　　　必要です。
　　　この申出書の受付日時点で個人型年金の加入申出が行われていない
　　　場合には、加入申出書を提出し、それを受け付けた日に移換申出が
　　　効力を生じるものとします。

　 　複数の厚生年金基金制度または確定給付企業年金制度から資産を
　　　移換する場合は、それぞれについて申出書を記入して提出して
　　　ください。

　 　移換した資産の運用割合指定方法につきましては、移換先の
　　　運用関連運営管理機関にお問合せください。

　 　移換元制度の加入員番号は、本人の特定のために、移換元の
　　　厚生年金基金、確定給付企業年金でのみ使用します。

　 　残余財産を移換する場合は、移換元制度の資格喪失日を当該確定
　　　給付企業年金が終了した日に読み替えてください。
　　　資格喪失年月日に当該確定給付企業年金が終了した日を記入して
　　　ください。

1.　届出区分
　　該当する区分に 印を付けてください。

2.　基礎年金番号
　　・年金手帳または基礎年金番号通知書を参照の上、基礎年金番号を記入してください。
　　・基礎年金番号が不明な場合は、日本年金機構にご確認ください。

3.　連絡先電話番号
　　日中に問合わせができる電話番号を記入してください。（携帯電話の電話番号も可能です。）

4.　移換先
　　移換先の個人型確定拠出年金で指定している運用関連運営管理機関を記入してください。
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